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(54)【発明の名称】 超音波画像表示方法および超音波診断装置

(57)【要約】
【課題】  過去の超音波画像と最新の超音波画像とを直
接対比観察可能とする。
【解決手段】  表示画面を４つの画像領域Ａ～Ｄに区画
し、画像領域Ａに３時相前の超音波画像を表示し、画像
領域Ｂに２時相前の超音波画像を表示し、画像領域Ｃに
１時相前の超音波画像を表示し、画像領域Ｄに最新の超
音波画像を表示する。
【効果】  最新の超音波画像と過去の超音波画像とを直
接対比観察でき、小さな変化でも一目で把握できるよう
になる。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】  画面内に区画した複数の画像領域に、最
新の超音波画像と少なくとも１時相前の超音波画像を同
時に表示し、自動的に更新することを特徴とする超音波
画像表示方法。
【請求項２】  請求項１に記載の超音波画像表示方法に
おいて、前記複数の画像領域の一つを循環的に選んで最
新の超音波画像を表示することを特徴とする超音波画像
表示方法。
【請求項３】  請求項１に記載の超音波画像表示方法に
おいて、前記複数の画像領域の配置順に最新の超音波画
像から並べて表示することを特徴とする超音波画像表示
方法。
【請求項４】  請求項１から請求項３のいずれかに記載
の超音波画像表示方法において、前記超音波画像が、造
影剤が消失する程度の強い超音波を用いて得た高送信強
度画像であり、前記とは別の一つの画像領域を設け、該
画像領域に造影剤が消失しない程度の弱い超音波を用い
て得た低送信強度画像を表示し、自動的に更新すること
を特徴とする超音波画像表示方法。
【請求項５】  請求項１から請求項４のいずれかに記載
の超音波画像表示方法において、前記とは別の一つの画
像領域を設け、該画像領域にシネ表示することを特徴と
する超音波画像表示方法。
【請求項６】  請求項１から請求項５のいずれかに記載
の超音波画像表示方法において、心拍を基本とするタイ
ミングで前記超音波画像を更新することを特徴とする超
音波画像表示方法。
【請求項７】  超音波探触子と、その超音波探触子を用
いて被検体内を走査して得たデータに基づいて超音波画
像を生成する超音波画像生成手段と、画面内に区画した
複数の画像領域に最新の超音波画像と少なくとも１時相
前の超音波画像を同時に表示し自動的に更新する複数超
音波画像同時表示手段とを具備したことを特徴とする超
音波診断装置。
【請求項８】  請求項７に記載の超音波診断装置におい
て、前記複数超音波画像同時表示手段は、前記複数の画
像領域の一つを循環的に選んで最新の超音波画像を表示
することを特徴とする超音波診断装置。
【請求項９】  請求項７に記載の超音波診断装置におい
て、前記複数超音波画像同時表示手段は、前記複数の画
像領域の配置順に最新の超音波画像から並べて表示する
ことを特徴とする超音波診断装置。
【請求項１０】  請求項７から請求項９のいずれかに記
載の超音波診断装置において、
前記超音波画像生成手段は、造影剤が消失する程度の強
い超音波を用いて走査して高送信強度画像を生成するこ
とを造影剤が回復する程度の間隔をあけて繰り返すと共
に、その間隔の間に造影剤が消失しない程度の弱い超音
波を用いて走査して低送信強度画像を生成することを行
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い、
前記複数超音波画像同時表示手段は、前記高送信強度画
像を前記超音波画像として表示すると共に、前記とは別
の一つの画像領域を設け、該画像領域に前記低送信強度
画像を表示し自動的に更新することを特徴とする超音波
診断装置。
【請求項１１】  請求項７から請求項１０のいずれかに
記載の超音波診断装置において、前記複数超音波画像同
時表示手段は、前記とは別の一つの画像領域を設け、該
画像領域にシネ表示することを特徴とする超音波診断装
置。
【請求項１２】  請求項７から請求項１１のいずれかに
記載の超音波診断装置において、前記複数超音波画像同
時表示手段は、心拍を基本とするタイミングで前記超音
波画像を更新することを特徴とする超音波診断装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】本発明は、超音波画像表示方
法および超音波診断装置に関し、さらに詳しくは、過去
の超音波画像と最新の超音波画像とを直接対比観察可能
とする超音波画像表示方法および超音波診断装置に関す
る。
【０００２】
【従来の技術】超音波診断装置は、普通表示モードとフ
リーズモード（freeze mode）とを有している。普通表
示モードでは、被検体を走査して生成した超音波画像を
表示し、それをリアルタイム（realtime）に更新する。
このとき、超音波画像を次々にシネメモリ（cine memor
y）に記憶する。超音波画像がシネメモリの記憶容量分
に達すると、記憶している最も古い超音波画像上に最新
の超音波画像を上書し、循環的に記憶する。操作者は、
任意に、普通表示モードからフリーズモードに切り替え
ることが出来る。フリーズモードでは、前記記憶してい
る最も古い超音波画像上に最新の超音波画像を上書きす
ることを停止する。そして、シネメモリに最後に記憶し
た超音波画像を表示する。このフリーズモード中に「シ
ネループ」を指定すると、シネメモリに最後に記憶した
超音波画像および該超音波画像に対して過去方向に連続
する超音波画像を時系列の順にシネ表示することを反復
する。このシネ表示を止めると、その時点で表示されて
いた超音波画像を表示する。また、フリーズモード中に
操作者が「巻き戻し」を指示すると、現在表示している
超音波画像に対して過去方向に連続する超音波画像を時
系列の逆にたどって表示し、操作者が「巻き戻し」を止
めると、その時点で表示されていた超音波画像を表示す
る。操作者がフリーズモードを解除すると、前記普通表
示モードに戻る。
【０００３】
【発明が解決しようとする課題】上記従来の超音波診断
装置では、フリーズモードに切り換えることにより、過
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去の超音波画像を観察できた。しかし、その場合、過去
の超音波画像が表示されるだけで、最新の超音波画像は
表示されなかった。このため、過去の超音波画像と最新
の超音波画像とを直接対比して観察できず、その変化を
明確に把握しにくい問題点があった。そこで、本発明の
目的は、過去の超音波画像と最新の超音波画像とを直接
対比観察可能とする超音波画像表示方法および超音波診
断装置を提供することにある。
【０００４】
【課題を解決するための手段】第１の観点では、本発明
は、画面内に区画した複数の画像領域に、最新の超音波
画像と少なくとも１時相前の超音波画像を同時に表示
し、自動的に更新することを特徴とする超音波画像表示
方法を提供する。上記第１の観点による超音波画像表示
方法では、１画面内に最新の超音波画像と少なくとも１
時相前の超音波画像を並べて表示するので、過去の超音
波画像と最新の超音波画像とを直接対比観察可能とな
る。この結果、小さな変化でも的確に把握できるように
なる。
【０００５】第２の観点では、本発明は、上記構成の超
音波画像表示方法において、前記複数の画像領域の一つ
を循環的に選んで最新の超音波画像を表示することを特
徴とする超音波画像表示方法を提供する。上記第２の観
点による超音波画像表示方法では、表示されている最古
の超音波画像を最新の超音波画像に更新するだけで、最
古の超音波画像以外の超音波画像は更新しないため、更
新処理が簡単で済む利点がある。
【０００６】第３の観点では、本発明は、上記構成の超
音波画像表示方法において、前記複数の画像領域の配置
順に最新の超音波画像から並べて表示することを特徴と
する超音波画像表示方法を提供する。上記第３の観点に
よる超音波画像表示方法では、配置順が時系列順になっ
ているので、変化の進行順を把握しやすくなる利点があ
る。
【０００７】第４の観点では、本発明は、上記構成の超
音波画像表示方法において、前記超音波画像が、造影剤
が消失する程度の強い超音波を用いて得た高送信強度画
像であり、前記とは別の一つの画像領域を設け、該画像
領域に造影剤が消失しない程度の弱い超音波を用いて得
た低送信強度画像を表示し、自動的に更新することを特
徴とする超音波画像表示方法を提供する。前記高送信強
度画像は、造影剤の作用を生かした高画質の画像となる
が、１回の走査で造影剤（気泡）が消失するため、造影
剤が回復するまでインターバルを置く必要があり、リア
ルタイム性に劣る。そこで、上記第４の観点による超音
波画像表示方法では、前記高送信強度画像とは別の一つ
の画像領域に低送信強度画像を表示し自動的に更新する
ようにした。前記低送信強度画像は、造影剤の回復を妨
げないため、前記インターバルの間に高フレームレート
で得ても支障を生じない。よって、リアルタイム性に劣
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るが高画質の画像と低画質であるがリアルタイム性に優
れた画像とを同時に観察できるようになる。
【０００８】第５の観点では、本発明は、上記構成の超
音波画像表示方法において、前記とは別の一つの画像領
域を設け、該画像領域にシネ表示することを特徴とする
超音波画像表示方法を提供する。上記第５の観点による
超音波画像表示方法では、シネ表示中でも、最新の超音
波画像などを同時に観察できるようになる。
【０００９】第６の観点では、本発明は、上記構成の超
音波画像表示方法において、心拍を基本とするタイミン
グで前記超音波画像を更新することを特徴とする超音波
画像表示方法を提供する。上記第６の観点による超音波
画像表示方法では、心拍に関して同時相の超音波画像を
時系列的に直接対比観察できるので、心拍に邪魔されず
に変化を把握できるようになる。
【００１０】第７の観点では、本発明は、超音波探触子
と、その超音波探触子を用いて被検体内を走査して得た
データに基づいて超音波画像を生成する超音波画像生成
手段と、画面内に区画した複数の画像領域に最新の超音
波画像と少なくとも１時相前の超音波画像を同時に表示
し自動的に更新する複数超音波画像同時表示手段とを具
備したことを特徴とする超音波診断装置を提供する。上
記第７の観点による超音波診断装置では、前記第１の観
点による超音波画像表示方法を好適に実施できる。
【００１１】第８の観点では、本発明は、上記構成の超
音波診断装置において、前記複数超音波画像同時表示手
段は、前記複数の画像領域の一つを循環的に選んで最新
の超音波画像を表示することを特徴とする超音波診断装
置を提供する。上記第８の観点による超音波診断装置で
は、前記第２の観点による超音波画像表示方法を好適に
実施できる。
【００１２】第９の観点では、本発明は、上記構成の超
音波診断装置において、前記複数超音波画像同時表示手
段は、前記複数の画像領域の配置順に最新の超音波画像
から並べて表示することを特徴とする超音波診断装置を
提供する。上記第９の観点による超音波診断装置では、
前記第３の観点による超音波画像表示方法を好適に実施
できる。
【００１３】第１０の観点では、本発明は、上記構成の
超音波診断装置において、前記超音波画像生成手段は、
造影剤が消失する程度の強い超音波を用いて走査して高
送信強度画像を生成することを造影剤が回復する程度の
間隔をあけて繰り返すと共に、その間隔の間に造影剤が
消失しない程度の弱い超音波を用いて走査して低送信強
度画像を生成することを行い、前記複数超音波画像同時
表示手段は、前記高送信強度画像を前記超音波画像とし
て表示すると共に、前記とは別の一つの画像領域を設
け、該画像領域に前記低送信強度画像を表示し自動的に
更新することを特徴とする超音波診断装置を提供する。
上記第１０の観点による超音波診断装置では、前記第４
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の観点による超音波画像表示方法を好適に実施できる。
【００１４】第１１の観点では、本発明は、上記構成の
超音波診断装置において、前記複数超音波画像同時表示
手段は、前記とは別の一つの画像領域を設け、該画像領
域にシネ表示することを特徴とする超音波診断装置を提
供する。上記第１１の観点による超音波診断装置では、
前記第５の観点による超音波画像表示方法を好適に実施
できる。
【００１５】第１２の観点では、本発明は、上記構成の
超音波診断装置において、前記複数超音波画像同時表示
手段は、心拍を基本とするタイミングで前記超音波画像
を更新することを特徴とする超音波診断装置を提供す
る。上記第１２の観点による超音波診断装置では、前記
第６の観点による超音波画像表示方法を好適に実施でき
る。
【００１６】なお、上記超音波画像は、通常の超音波画
像よりも画素数や階調数などを落としたサムネイル（th
umbnail）画像であってもよい。また、通常の超音波画
像の関心領域だけの部分画像であってもよい。
【００１７】
【発明の実施の形態】以下、図に示す実施の形態により
本発明をさらに詳しく説明する。なお、これにより本発
明が限定されるものではない。
【００１８】－第１の実施形態－
図１は、本発明の第１の実施形態にかかる超音波診断装
置を示す構成図である。この超音波診断装置１００は、
超音波探触子１と、指定された送信強度で超音波を送信
しそれに対応するエコーを受信し受信信号を出力する送
受信部２と、前記送信強度を指定する送信強度制御部３
と、前記受信信号から各種超音波画像（Ｂモード画像，
Color Flow Mappingモード画像，Power Dopplarモード
画像など）を生成する画像生成部４と、多数の前記超音
波画像を記憶するシネメモリ５と、通常の超音波画像の
表示やシネ表示や時相の異なる複数の超音波画像を表示
したりする表示制御を行う表示画面制御部６と、ＣＲＴ
７と、被検体の心拍を検出する心拍検出部８と、操作者
が指示を入力するための入力部９と、全体を制御するコ
ントローラ１０とを具備して構成されている。
【００１９】前記コントローラ１０の制御により、前記
超音波探触子１～前記画像生成部４は、一定時間（例え
ば１／３０秒）ごとに、又は、心拍に同期したタイミン
グで、最新の超音波画像を生成することを繰り返す。
【００２０】前記表示画面制御部６は、時相の異なる複
数の超音波画像を表示する場合は、図２に示すように、
前記ＣＲＴ７の表示画面Ｗを複数の画像領域Ａ，Ｂ，
Ｃ，Ｄに区画する（説明の都合上、４区画とするが、区
画数は任意である）。
【００２１】そして、第１の実施形態では、図３の
（ａ）～（ｄ）に示すように、画像領域Ａ，Ｂ，Ｃ，Ｄ
に順に最新の超音波画像を表示する。従って、図３の
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（ｄ）の時点では、画像領域Ｃに１時相前の超音波画像
が表示され、画像領域Ｂに２時相前の超音波画像が表示
され、画像領域Ａに３時相前の超音波画像が表示されて
いることになる。次に、図３の（ｅ）～（ｈ）に示すよ
うに、３時相前（最古）の超音波画像を最新の超音波画
像に更新することを繰り返す。
【００２２】以上の第１の実施形態では、最新の超音波
画像と過去３時相の超音波画像とを直接対比観察できる
ようになり、小さな変化でも一目で把握できるようにな
る。また、表示されている最古の超音波画像を最新の超
音波画像に更新するだけで、他の超音波画像は更新しな
いため、更新処理が簡単で済む。
【００２３】－第２の実施形態－
第２の実施形態では、図４に示すように、画像領域Ａに
３時相前の超音波画像を表示し、画像領域Ｂに２時相前
の超音波画像を表示し、画像領域Ｃに１時相前の超音波
画像を表示し、画像領域Ｄに最新の超音波画像を表示す
るように、画像領域Ａ～Ｄの配置順と超音波画像の時系
列とを常に一致させる。
【００２４】以上の第２の実施形態では、最新の超音波
画像と過去３時相の超音波画像とを直接対比観察できる
ようになり、小さな変化でも一目で把握できるようにな
る。また、画像領域Ａ，Ｂ，Ｃ，Ｄに表示される超音波
画像の時相が常に時系列順になっているので、変化の進
行を把握しやすくなる。
【００２５】－第３の実施形態－
第３の実施形態では、図５に示すように、造影剤（気
泡）が消失する程度の強い超音波を用いる高送信強度画
像Ｈ１，Ｈ２，Ｈ３，…を、造影剤が回復するインター
バルをあけて、生成する。一方、前記インターバルの間
に、造影剤の回復を妨げない程度の弱い超音波を用いる
低送信強度画像Ｌ１，Ｌ２，Ｌ３，…を比較的高いフレ
ームレートで生成する。
【００２６】そして、図６に示すように、画像領域Ａ，
Ｂ，Ｃに、上記第２の実施形態（または上記第１の実施
形態）と同様の方法で、高送信強度画像を表示し更新す
る。また、画像領域Ｄに、最新の低送信強度画像を参照
用のメカニカルインデックス（Mechanical Index）画像
として表示する。
【００２７】以上の第３の実施形態では、造影剤を有効
に利用した高送信強度画像とリアルタイム性の高い最新
の低送信強度画像を同時に観察することが出来る。
【００２８】－第４の実施形態－
第４の実施形態では、図７に示すように、画像領域Ａ，
Ｂに、上記第２の実施形態（または上記第１の実施形
態）と同様の方法で、高送信強度画像を表示し更新す
る。また、画像領域Ｄに、最新の低送信強度画像を参照
用のメカニカルインデックス画像として表示する。さら
に、画像領域Ｃに、シネ表示画像を表示する。すなわ
ち、シネメモリ５に記憶した超音波画像を時系列順に表
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示したり、それを繰り返したり、巻き戻し表示したりす
る。
【００２９】以上の第４の実施形態では、造影剤を有効
に利用した高送信強度画像とリアルタイム性の高い最新
の低送信強度画像を同時に観察することが出来る。ま
た、それらと同時にシネ表示により過去の超音波画像を
参照できるようになる。
【００３０】
【発明の効果】本発明の超音波画像表示方法および超音
波診断装置によれば、最新の超音波画像と過去少なくと
も１時相前の超音波画像とを直接対比観察できるように
なり、小さな変化でも一目で把握できるようになる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の第１の実施形態にかかる超音波診断装
置を示す構成図である。
【図２】表示画面内に区画した画像領域の説明図であ
る。
【図３】第１の実施形態にかかる各画像領域の表示内容
を示す説明図である。
【図４】第２の実施形態にかかる各画像領域の表示内容*
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*を示す説明図である。
【図５】第３の実施形態に係る超音波画像の生成順の説
明図である。
【図６】第３の実施形態にかかる各画像領域の表示内容
を示す説明図である。
【図７】第４の実施形態にかかる各画像領域の表示内容
を示す説明図である。
【符号の説明】
１      超音波探触子
２      送受信部
３      送受信強度制御部
４      画像生成部
５      シネメモリ
６      表示画面制御部
７      ＣＲＴ
８      心拍検出部
９      入力部
１０    コントローラ
１００  超音波診断装置

【図１】

【図２】
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【図５】
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【図４】
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